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『集中』医師の世論調査 調査期間：2025年10月4日〜10月10日 / 調査方法：インターネット調査　※数字は有効回答に対する割合を示す。

『集中』編集部では、10月4日に行われた自由民主党総裁選の結果を受けて、緊急世論調査を実施した。石破茂首相の
退陣を巡っては、「遅過ぎた」とする回答が44.3％と最も多く、「早過ぎた」は26.6％、「適切だった」は12.7％だった。退任
そのものについても「退任すべきだった」が54.4％を占め、「退任すべきでなかった」の27.8％を上回った。読者医師の中
では、政権への一定の評価を残しつつも、長引く自民党政権に対する倦怠感と世代交代を求める声が強く表れた。

医師の世論調査 3131

新総裁・高市早苗氏を支持しますか

高市早苗氏に期待する事は何ですか ※複数回答

高市早苗氏に特に重視して欲しい政策分野は何ですか ※複数回答

医療・社会保障に関して、高市早苗氏に期待する事は何ですか
※複数回答 

候補者の中では
誰を支持していましたか

今回の自民党総裁選への関心度について

今の自民党に必要だと思う事は何ですか ※複数回答

 その様に考えた理由

 その様に考えた理由

９割以上が「関心が有った」と回答。「次期首相の
方針が今後の医療政策に影響する」「日本経済や
社会の行方を左右する」「医療費や診療報酬に直
結する」「少子高齢化や地域医療への対応を見極
めたい」等、医療・社会保障政策への関心や将来
への影響を理由に挙げる声が多数を占めた。

一方「関心が無かった」層からは「何も変わらな
い」「誰がやっても同じ」「政策論争が乏しい」等、
政治への不信や停滞感を指摘する意見が集中した。

５割以上が「支持する」と回答。初の女性首相への
期待と共に「財政・外交に積極的」「官僚に流され
ない」「医療や社会保障に前向き」「決断力がある」
「発信力に期待」といった評価が並んだ。

「支持しない」では、「極端な保守思想」「安倍政権
の継承」「国際関係悪化の懸念」「感情的で危う
い」等、慎重な見方が中心。「どちらとも言えない」
では、「政策の具体性が見えない」「実務経験が乏
しい」「慎重に見極めたい」とする回答が多かった。

【政治家の資質と倫理について】
政治家への不信と倫理欠如の指摘する声が最も多かっ
た。「政治家としての職務を果たしていない」「世襲は機
会均等に反する」「身内優先の人事が続く」等、公の使
命を忘れた政治姿勢への批判が相次いだ。

【制度改革と政党構造について】
「派閥政治の打破」「政治資金制度の改革」「若手登用を
進めよ」といった声が多く、政治を閉ざす構造的問題
への不満が広がる。「派閥と資金のしがらみが政治を腐
らせている」「透明性のない人事が改革を妨げている」

等、現行体制の硬直性を指摘する意見も目立った。

【政策実行力と国家ビジョンについて】
「人気取りではなく、10年先を見据えた政策を」「医療・
福祉・教育を立て直せ」など、場当たり的政治への批判
と共に、長期的な国家戦略を求める意見が目立った。

【国民意識と社会倫理について】
「政治家だけでなく国民の意識も劣化している」「教育
と文化の軽視が日本の衰退を招いた」といった意見も
あり、政治と国民双方の責任を問う声が上がった。

● 高市早苗… ……… 36.7％
● 林芳正… ………… 31.6％
● 特にいない… …… 15.2％
● 小泉進次郎… ……… 8.9％
● 小林鷹之… ………… 6.3％
● 茂木敏充… ………… 1.3％

望ましい政権の在り方について
どう思いますか

「医療費の適正化」では「診療報酬が低過
ぎる」「病院経営が限界」等、「医療従事者
の待遇改善」に対しては「過重労働」や
「若手医師不足」等の声が多かった。「高
齢化社会への対応強化」では、介護連携
や財源見直しを求める意見が目立った。

 その様に考えた理由

「日本の政治について物申す」に寄せられた意見

結果公表  「自民党総裁選2025」について

● 自民が他党との連立新体制…… 36.7％
● 政界再編を伴う新たな枠組み…… 34.2％
● 特に期待する形は無い……… 10.1％
● 自民・公明の連立政権維持……… 8.9％
● 自民党単独政権… ……………… 6.3％
● 野党との大連立・協力政権… … 3.3％


